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研究成果の概要（和文）：本研究は、近年急激に増大をしているインバウンドにおける、外国人観光客と日本人
ホストの異文化観光接触場面について調査を行うものである。具体的には、観光接触場面における日本人ホスト
の使用するツーリスト・トークに焦点を絞った。その結果、観光接触場面に特有のおもてなしに沿ったコミュニ
ケーション行動の存在や日本語使用が明らかになった。さらに、外国人観光客へのおもてなしの一環として、観
光のためのやさしい日本語を開発し、観光地での実践を試みた。

研究成果の概要（英文）：This research focused on the intercultural contact situations for tourism 
between foreigner tourists and Japanese hosts in internal inbound, which has grown drastically.　
Specifically, we analyzed the tourist-talk by Japanese hosts. As a result the particular type　of “
omotenashi (hospitality)” in contact situations for tourism became clear. Furthermore we tried the 
development of “yasashii nihon-go (easy Japanese) ” for foreigner tourists and　practiced in some 
tourist resorts.

研究分野：日本語教育学

キーワード： 日本語教育　接触場面　ツーリスト・トーク　インバウンド　ポライトネス　やさしい日本語　観光
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、世界的に海外旅行者数は増えており、これまでにないほど観光接触場面が世界中で生起している。ところ
が、観光接触場面におけるインターアクション研究は、観光の持つ「遊び」のイメージのためか、これまで積極
的に行われてこなかった。しかし、海外旅行における経済効果は膨大なものであり、さらに観光をきっかけとし
て移民となるケースも多く、単に観光現場で完結する研究ではない。本研究では、日本における観光接触場面の
インターアクション問題の現状やその解決を目的としたものであるが、このことは単に現場における「おもてな
し」の改善だけではなく、地方創生、多文化共生につながる意義を持つものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）本研究は、インバウンドにおける外国人観光客と日本人ホストのインターアクションのあ

り方が研究の根幹にある。そのため、外国人観光客数の増大が、本研究の緊急性にも直結してい

る。研究開始当初の 2018年の外国人観光客数は約 3110万人と、初めてインバウンドが 3000万

人を越えた年であり、こういった研究の緊急性がこれまで以上にクローズアップされ年でもあ

った。続く 2019年も約 3180万人と増加しており、翌年の東京オリンピック・パラリンピック

に向けて、その増大が見込まれていたという時代背景であった。 

（２）ところが 2020年は、新型コロナウィルス感染症の影響で外国人観光客数が約 410万人と

なり、前年の約 90% 減となってしまった。2021 年も新型コロナウィルス感染症の勢いは止ま

らず、当初とはその緊急性もデータ収集の容易さも激変してしまった。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、当初、以下の 3点を目的として掲げていた。 

① 観光接触場面における日本人ホストの使用するツーリスト・トーク分析 

② 外国人観光客に対して行う、日本旅行における言語使用の意識調査 

③ 研究成果の社会的還元として、『ツーリズムのためのやさしい日本語』の開発と、観光現場

での使用促進 

 このうち②については 2020 年に実施する計画であったが、「１．研究開始当初の背景」にも

記したように、新型コロナウィルス感染症の影響により、外国人観光客がほとんど来日せず、実

現不可能となってしまった。そのため、その視点を「外国人観光客」から観光宿泊施設で働く「外

国人ホスト」側へ変えた。これに関しては、現在研究業績が一点あるが、現在もまだ調査が続い

ている。 
 
 
 
３．研究の方法 
 

（１）「２．研究の目的」の①については、会話場面のビデオ撮影と、海外旅行者の多い宿泊施

設でのインターアクション・インタビューをおこなった。 

会話場面の録画については、実際の観光客と日本人ホストとの会話場面をデータとするわけ

にはいかないため、予め留学生を旅行者として実際に旅行をさせ、研究に協力してくれた京都と

奈良の旅館に宿泊させた。そして、その際に生じたチェックインやチェックアウトなどの会話場

面を録画した。また、会話コーパスの分析にあたっては、共同研究者宇佐美（国立国語研究所）

が担当し、宇佐美の「基本的な文字化の原則（BTSJ: Basic Transcription System for Japanese）」

に従って分析を行った。 

また、研究責任者加藤（東海大学）は、外国人観光客が多く宿泊する施設内の貼り紙や置物な

どの事物をもとにしながら、実際の会話場面を想起してもらう「インターアクション・インタビ

ュー」を行った。同時に自由インタビューと、予め準備された構造化インタビューを同時に行う

「半構造化インタビュー」も行った。 



（２）「２．研究の目的」の③については、上記（１）で得られたデータをもとにしながら「ツ

ーリズムのためのやさしい日本語」を開発していった。また、実際に外国人観光客に対するやさ

しい日本語を実践している美唄市に、留学生を連れて行き、インターアクションに際して起きた

問題点を日本人ホストに尋ね、より観光に適したやさしい日本語に改善していった。 

同時に政策レベルでやさしい日本語導入に携わった美唄市の部長級職員、課長級職員、地域町

おこし協力隊などに対してもインタビューを行い、地方自治体で行われる言語政策の問題点に

ついても調査を行った。この調査結果も 2020年度中に発表されている。 

その他、ツーリズムのためのやさしい日本語を実践してくれた宿泊施設 3箇所、土産物店 1箇

所、飲食店 1 箇所、柳川市になどに対しても使用に際して生じる問題点についてインタビュー

を行った。その結果は書籍などの形で公表されている。 

（３）「２．研究の目的」の②については、空港で外国人観光客にアンケートやインタビューを

実施する予定であったが、新型コロナウィルスの影響により中止した。 
 
４．研究成果 

 

 「２．研究目的」のうち、①と③は概ね成果を上げられたが、②に関しては 2020年から現執

筆時にまで至る新型コロナ感染症の影響で、目的を達成することができなかった。 

〇目的①に関する成果 

基本的に下の業績一覧のすべてにあたる。特に業績 eと fに関しては、外国人観光客をもてな

す側となる日本人一般に向けた書籍となっている。 

〇目的③に関する成果 

eと fの一般書出版以外に、美唄市、岩見沢市、ニセコ市、箱根町などで行ったインバウンドの

ためのやさしい日本語の講演も、やさしい日本語促進のための活動であった。特に美唄市では、

「第 2期(2020年度～2024 年度) 美唄市まち・ひと・しご

と創生総合戦略」にインバウンドにおけるやさしい日本語

使用を、市の取り組みとして進めていくことが明記されて

おり、その一定の価値が認められるに至っている。美唄市

では現在も引き続き、写真１にあるように、市の活動とし

てやさしい日本語が積極的に取り上げられている。 

また、本研究の活動はマスコミにも取り上げられ、イン

バウンドでのやさしい日本語使用の促進にもつなげること

ができた。例えば、2019年 7月に朝日新聞の連載記事「（現

場へ！）」では、観光･医療･教育などで使用されるやさしい

日本語の紹介が 5週連続で掲載されたが、その第１回目の

「（現場へ！）やさしい日本語：１『外国人＝英語』じゃな

い」では、本執筆者が記者に同行して取材協力を行った（写真２参照）。同じく朝日新聞の 2020

年 2月の連載記事「（知っ得 なっ得）英語でおもてなし」でも、タイトルは英語になっている

ものの、観光場面でのやさしい日本語も紹介されている。これは下の業績一覧の eの共著者であ

る藤田氏と共に監修を行ったものである。 

写真１ 



なお、本研究の成果としてHPが作成されており、関連事項は

すべて記載されている。 

＜http://www.xj.u-tokai.ac.jp/publications.html＞ 
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材とインターアクション教育−在留資格「特定技能 1
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論集』8. pp41-51. 

b. 【論文】加藤好崇（2020）「インバウンドと「観光の

ためのやさしい日本語」」『日本語学 vol.39-3特集 観光とことば』（明治書院）pp.108-117. 

c. 【論文】加藤好崇（2020）「インバウンドと「やさしい日本語」」『自治体国際化フォーラ

ム』Vol.366. pp.34 

d. 【書籍】加藤好崇（2020）「観光接触場面における日本語−人気旅館からの考察−」（山川和

彦編）『観光言語を考える』（くろしお出版）pp.49-62. 

e. 【書籍】藤田･加藤（共著）『やさしい日本語とやさしい英語でおもてなし』（共著）研究社 

f. 【書籍】加藤好崇（編著）『「やさしい日本語」で観光客を迎えよう—インバウンドの新しい

風』大修館書店 

g. 【発表】加藤好崇（2018.12）口頭発表「ラジオニセコの言語管理：外国人定住者・期間雇

用労働者・外国人観光客の増加を背景に」『多言語社会と言語問題シンポジウム 2018』（東

海大学高輪校舎） 

h. 【発表】加藤好崇・ジェイムズ･マッキンタイア（2021.3）口頭発表「北海道 B 市におけ

る観光のためのやさしい日本語と言語管理：行政と談話の管理プロセス」『多言語社会と言

語問題シンポジウム 2020』 

i. 【発表】宇佐美まゆみ・張未未（2021）「観光接触場面における日本語インタラクション―

ロシア人留学生の宿泊場面を例に―」『多言語社会と言語問題シンポジウム 2020-2021』言

語管理研究会 

j. 【発表】加藤好崇（2019）「やさしい日本語の運用面」『シンポジウム インバウンドで使

うやさしい日本語-外国人旅行者とのコミュニケーションを考える』加藤研究室 
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